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栃木県との「包括連携協定」締結について 

明治安田生命保険相互会社（執行役社長 根岸 秋男）は、本日、栃木県（知事  福田 富一）

と地方創生に関する包括連携協定を締結しました。 

栃木県において、生命保険会社と複数分野での協働を想定した包括連携協定を締結する

のは、当社がはじめてとなります。 

本協定の締結により、栃木県が進める諸施策に、当社の保険事業や社会貢献活動等を

通じて培った知見やノウハウを提供します。加えて、当社の県内における営業網（１支社・

１１営業所等の拠点網、従業員約５００人）や全国規模のネットワーク（１，０００を

超える拠点網、４万人を超える従業員）を活用し、関係各方面とも広範にわたる連携を

強化して、栃木県とともに地域社会の発展に取り組んでまいります。 

■栃木県との「包括連携協定」について 

１．名称 

「栃木県と明治安田生命保険相互会社との包括連携協定」 

２．連携事項 

（１）地域産業の振興・支援に関すること 

  ・当社社屋における物産展開催等による県産品のＰＲ 

  ・テスト販売等への協力による６次産業化商品の支援         など 

（２）県ブランド及び観光の振興に関すること 

  ・県ブランドロゴの使用によるＰＲ                 など 

（３）健康の増進に関すること 

  ・「健康長寿とちぎ応援企業」への登録                など 

（４）スポーツの振興に関すること 

  ・Ｊリーグクラブ「栃木ＳＣ」と連携した試合時における県事業のＰＲ  など 

（５）子育ての支援及び青少年の健全育成に関すること 

  ・結婚支援センター応援企業への登録など結婚支援に関する取組みの実施 

・「栃木ＳＣ」協力のもと、小学生向けサッカー教室等の開催      など 

（６）高齢者及び障害者支援に関すること 

  ・「栃木ＳＣ」の試合会場における健康啓発イベントの実施       など 

（７）地域及び暮らしの安全安心に関すること 

  ・子ども、高齢者等の見守り活動の実施                など 

（８）その他、地域の活性化及び県民サービスの向上に関すること 

  ・「とちぎ女性活躍応援団」への登録                  など 
     

以 上  


